





ランケ(Leopold von Ranke, 1795-1886,以下Rと略す)の,,Uber die












ここに紹介せんとするHisto二ische Zeitschrift. Band 199. HeftI (1964
年8月)所載ケルン大学Theodo二Schieder教授の30頁に亘る論文,′Die






































































































































である,,Versuch die welthistorischen Epochen der neueren Zeit zu
bestimmen und zu charakterisieren." Dがこれに拠って,,Uber die



















































liegt die Gefahr, die bei der Li増itimit云t nicht vorhanden ist. Der
Vorteil ist, dass es ein stabiles Prihzip ist.バ然るに翻訳においては,
Darin lkgt die Gefahr, die bei dem stabileren Prinzip der Legiti-






























や,,Politisches Gespr云chH恐らくは又,,Geschichte der romanischen














































































































⑩ ,,destruktive Tendenzen``について. -
ここでdestruktive Tendenzenとして現われているところの物をRは既
に,彼の原則的内容のために重要な第7講の中で,絶対的国家による人格的世
襲的原理の破壊として特徴づけていた. ,,Wenn die allgemeinen Staatsi-
deen in Deutschland vollkommen Herr warden, so dass nichts iibrig
132 田中友次郎
bliebe von Personlichem und Erblichem, so wiirde das fiihren zur









配した場合,それは望ましいかの質問に対し,慎重に, ,,Ich mochte diese
Frage nicht unbedingt bejahen. Fur Deutschland w云re es allerdings
das beste gewesen-・."と答えている. Rは本講演においては, -廷臣とは
全くの別人として言動している.しかもRは王に対するSの影響を考慮しつつ
応答している.すなわち,この哲学者が王国の再建されたる高い未来に熱中
し,この国王を,独り国家に対してのみ一層高い霊力を媒介できる国家自体の
単なる完成しつつある勢力としてではなく,国家を凌駕している勢力として特
徴づけた時, Rは次の如く率直に述べている・ 「我々は殊に世界を堅墜旦鍵蔓
ならぬ.それから善を欲せねばならぬ.このことは君主におけると均しく私人
そのものにおいても同様である.ただ権勢(Potenz)においてのみ課題は異
なっている」.速記文においては,ここで更に続いている. 「とにかく君主は,
彼に必須的と思われるもの,彼に良心が命ずるところのものを為さねばなら
些」. Rがこの講演において目指している教育的意図がこの文において以上に
明瞭となっている処はどこにもない.この文はこの君主のために世界史から答
えを引き出さんと欲し,又その際事物そのものに対する君主の行動を方向づけ
んとの控え目な目的を狙っている.
⑲現代の指導的傾向は,君主制・人民主権及び世界の欧州化である. -
現代世界の傾向の多様性と相対性とによって深い不安に駆られているMか再
び, 「何物を我々の世紀の指導的傾向として特微づけ得るか」 (速記文のみに
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在り)という質問に対し, Rは結びの言葉において,なお一度かの,,Welt-
geschichte Europasqなる彼の宏大な観照に戻っている. Rは彼の王政復古
に拘束された早期におけるが如く,君主制と人民主権との間の妥協の中に時代
の本質が決定されるのを観んと欲しているのみならず,これと並んで第三の原
理として,同様に激しく,実に殆んど一層支配的に,歴史的にはローマ的ゲル
マン的精神の拡大,すなわち世界の欧州化として実現されている人間精神の
「無限の旭続的発展」を認めている.
⑲若きRの神秘的理念は依然として保持されているが,結びの談話の冷静な
実用主義は,国王への意識的な感化方式である. -
Rは哲学に対抗して,世界の有限性からのなんらの飛躍をも許さない経験的
歴史主義の綱領を設定している.それにも拘わらず,それは単に,純粋な世俗
主義への信仰告白として把握さるべきではない.この点についてはRの著述に
して,,EpochenH以上に推測を許すものはない.若きRの神秘的理念は,神へ
の関与としての歴史への没頭によって,冷静な実用主義的認識をさけている
が,世界史の,..M云r"は, Rにとって依然として神的秘密の一片たるに止って
いる.我々が, Hegelによる-また敢えて付け加え考える如く, -Sによ
る歴史の哲学者的誤解に対するRの論駁を含む講演の初めを回想する時,まさ
しく結びの談話の冷静な実用主義は,決定的な回答を知ることなくして時代の
問題を心にかけている国王-の意識的な感化方式となっている. Lのテキスト
作成に際して隠蔽されている此の最後の談話の個所(速記文のみにあり)で,
Rは国王に対し, 「我々が過した」偉大な各時代についての質問に答えて,彼
の歴史に関する根本的確信をもう一度意味深長に, 「我々がこれまで挙げた若
干の原理,これらの指導的原理は,事物そのものに内在している---. 」と述
べている.
(昭和40年9月30日受理)
